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今月の保育のねらい 
・秋の自然の中で木の実や木の葉で 

あそぶ 

・季節の変化や自然の美しさを知る 
 

 

とよほっと新聞 
～笑顔ｄｅ共育て～ 

 

日 曜日 予 定 内 容 

1 水 運営委員会 

2 木 年長わくわくDay 

にこにこフォト撮影日 

3 金 文化の日（休園） 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火 身体計測（乳児） 

8 水 身体計測（幼児） 

9 木 0歳児健診  

友光さんとあそぼう 4・5歳児 

10 金 おたのしみ会（父母の会主催） 

11 土  

12 日  

13 月  

14 火 めだかくらぶ対象離乳食講習会 

15 水  

16 木 友光さんとあそぼう 4・5歳児 

17 金  

18 土  

19 日  

20 月  

21 火 起震車体験（5歳児） 

22 水  

23 木 勤労感謝の日（休園） 

24 金  

25 土  

26 日  

27 月  

28 火 おはなし会（幼児） 

29 水  

30 木 歯科健診（全園児）年長歯科指導 

 

月の主題  

秋の自然に 

  触れよう！              

11月  行事予定 

  

避難訓練は、予告なしで実施 

 

年末保育について 
 12月 29日（金）30日（土） 

 豊玉保育園は実施園です。詳細は後日
掲示とキッズビュー配信をします。 

 

 

 

 

 
 

 
 

「
ま
だ
暑
い
」
「
ま
だ
ま
だ
暑
い
」
と
、
つ
い

こ
の
間
ま
で
会
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
山
は
一
気

に
紅
葉
が
進
み
、
里
で
も
、
例
年
よ
り
遅
く
な
り

ま
し
た
が
金
木
犀
の
香
り
が
漂
い
、
よ
う
や
く
秋

の
時
季
を
迎
え
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
深
い
蒼
空
に
浮
か
ん
だ
雲
を

眺
め
て
、
「
く
も
さ
ん
並
ん
で
散
歩
し
て
る
ね
」

と
つ
ぶ
や
い
た
り
、
園
庭
で
ト
ン
ボ
を
追
い
か
け

た
り
、
散
歩
先
で
は
、
ど
ん
ぐ
り
を
見
つ
け
た
り

落
ち
葉
に
触
れ
た
り
し
な
が
ら
秋
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

 

直営から引き継いだ園目標を基に 

6つの「保育の柱」を考えて運営委託を 

スタートして 2年半が経過しました。 

「保育の柱」の内容については、 

5月～10月まで、一つずつお伝えして 

きたところですが、先月の園内研修で、

改めて前期の振り返りを非常勤職員も含 

めて全員で行いました。 

その時、職員に伝えたことの一つ、そ

れは園目標の子どもという部分をおとな

に置き換えて後期も一人ひとりが努力し 

いきましょうということです。 

園目標 

・心身ともに健康な子ども 

・思いやりのある子ども 

・自分で考え行動できる子ども 

よ
う
や
く
秋
！ 

中
間
考
察
を
し
ま
し
た 

  

先
月
、
全
職
員
で
、
中
間
考
察
を
行

い
ま
し
た
。
中
間
反
省
と
い
う
表
現
で

は
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
失
敗
に
焦

点
を
当
て
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま

す
。 そ

こ
で
、
反
省
と
い
う
言
葉
で
は
な

く
、
前
期
を
振
り
返
り
、
後
期
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
の
保
育
内
容
を
模
索
し

て
い
く
た
め
に
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
考
察

を
行
い
、
後
期
、
ク
ラ
ス
と
し
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
、
ひ
と
こ
と
の
『
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
』
で
示
し
発
表
し
合
い
ま

し
た
。
何
故
？
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
し
た
の
か
と
い
う
説
明
は
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
で
お
伝
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

おひさま 

1歳児クラス 

0歳児クラス 

2歳児クラス 

5歳児クラス 

3歳児クラス 

４歳児クラス 

用務 

キッチン 

ある日、朝 4時ごろ目が覚めました。静か

な朝、再眠するのももったいないかなと思

い、起きることにして、1冊の本を手に取り

一気に再読しました。次のような３つの目次

のタイトルを見るだけでわくわくする 

安野光雅著『かんがえる子ども』です。 

１ 子どもについて「考える」 

２ 学ぶことについて「考える」 

３ 「自分で考える」ためのヒント 

この著書の中で、安野氏は、語っています。

す。。 

        
自分で学ばなければ何にもならないこと。自分の力で見つける

ことは楽しいことで、感動とともに身についたものはずっと忘れ

ることはないということも記されていました。（身につくことを

くせと考えています。くせはなかなか直りませんから、良いくせ

をつけたいです） わたくしたちも保育の中で考えることを大切

に、子どもの言葉の先取りをせず、子どもの言葉やつぶやきをし

っかり受け止めていきたいと考えています。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C

